
 

 

 

 

 

 11 月に袋井あやぐも学園統一の家庭保健委員会を開催しました。今年度の家庭保健委員会も、

11 月の「健康の日」に各学校で行った「いいところ見つけ」を御家庭でやっていただきました。

皆さんが書いてもらったメッセージの一部を紹介します。 

  

  

 

  

  

  

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月 

袋井あやぐも学園 

養護教諭部    

  



◎ 子どもたちの感想 ◎（一部抜粋） 

・ みんなにふわふわことばをいっぱいかいてくれて うれしかったです。これからもほめられる

ようにがんばりたいです。（小１） 

・ 自分がしらなかったいいところにきづけた。（小１） 

・ 自分のいいところは、自分では分からなかったけど友だちに教えてもらって楽しかったです。

（小３） 

・ 相手からどう思われているか分かり、お互いのいいところを見つけ合うことができた。（小４） 

・ 健康の日を通して、人のいいところを言うと「ありがとう！」と言われて、とても気持ちがよ

くなった。（中１） 

・ 高校受験の面接で活かせることもあると思うので、より信頼されるような人になっていきたい

です。（中３） 

 

◎ 保護者の感想 ◎（一部抜粋） 

・ 良い所を他者に認めてもらう事は自信につながり、とても良いと思いました。 

・ 友達や家庭でお互いのよい所を伝え合う活動、とてもいいと思いました。いい所を言われたら

うれしいですね。活動を続けてほしいと思いました。 

・ いいところはいっぱいあるので、イライラしたり悲しくなったりしたら、思い出して元気にな

ってくれるといいなと思いました。 

・ 家族の知らない一面もあると思いますが、それを友達が見ていてくれて気付いてくれているの

は嬉しいことです。 

 

◎ 先生の感想 ◎（一部抜粋） 

・ 自分の元に戻ってきた用紙を見て、嬉しそうにしていました。 

・ 子どもたちはとても嬉しそうでした。あえて、言葉・文字にして伝えることは貴重だと思いま

した。 

 

 

袋井あやぐも学園スクールカウンセラー  友野 圭子 先生より  

 
 

「帰宅していらいらしていたり元気がない。どういう対応がいいか」とよく聞かれました。 

お家の人にその理由を言えたら１番いいですよね。話し始めたらこちら側の意見を言わずに、最

後までいっぱい聞いてあげてください。 

カウンセリングに「傾聴共感」というやり方があります。最後までちゃんと聴いてから「それは

大変だったよね。」「それは嫌だったよね。」と共感するやり方です。意見を言うなら、最後に“私

なら○○すると思うけど”と遠慮がちに言ってください。本人は精一杯頑張った事を話したんです

から、大人はそれを労って発言するべきです。言わない場合は無理に聞こうとせず、お茶でも誘う

のはどうでしょう。「頑張ってきたね。ご苦労さん。」の言葉を添えて。 

待ちに待った冬休みです。暖かくして楽しい時間をお過ごしください。 


